
平成25年度前期　力学（宗像）中間試験問題

間1・ばね定数んのばねについた、質量mのおもりの単振動について、以下の問に答えよ。

（1）　運動方程式の一般解を書け。

（2）（1）の一般解を用いて、亡＝0にズ＝－αから静かに手を離した場合の解を書け。

（3）（1）の一般解を用いて、ズ＝0で静止しているおもりに、亡＝0に一丈方向の初速度

γ0（＞0）を加えた場合の解を書け。

間2・2次元の極座標系（γ′β）で、質点の速度と加速度の成分はそれぞれ次式で与えられる。

隼＝ナ，γβ＝r∂．αγ＝デーr∂2，αβ＝2柑＋γβ

質点の質量をmとして、以下の間に答えよ．
し＼

（1）この質点の運動エネルギー〝を、γJ dを用いて表せ．

（2）力F（キ′梅）が作用するとき、力が質点に対して行う仕事dW仲は以下のように与えら

れる。

dW／dr＝キ隼＋梅γ∂＝m（αr町＋αβγ∂）

dW／離＝d打／加であることを示せ（仕事－エネルギー定理）。

（3）Fが万有引力ポテンシャルU＝一cm〟′rから導かれる保存力の時、dW／d－＝－叫仲で
、ノ‾‾‾－‾あり■、したがらて力学的土ネルギ一g＝オ＋Uが一定に保たれる（ね扁＝0）ことを

示せ。

間3・右図のように、一定の長さJの軽い糸の一端0を固定し、他端

に質量率のおもりをつるした単振り子の運動について、′以下の問に

答えよ。ただし、糸の張力を釘重力加速度の大竺さ物とする。

（1）図1のデカルト座標（ズ′γ）を用いて、運動方程式（ズ，γの時

間に蘭する二階の微分方程式）を書け。

（2）γ＝Jr0叩，γ＝Jsin甲を用いて、（1）の運動方程式から

¢＝一gSinp／王と∫＝mgCO叩＋m坤2が成り立っことを示

せ。

HJ⊥＿．＿＿＿　　一、・

（3）極座標系（r′甲）（r＝′＝一定）でおもりの運動方程式を書き、それが（2）

と一致することを示せ。

（4）ェネルギー保存則を用いて、甲＝汀／Zの位置から静かに落下させたおもりが、

甲＝0で持つ速さと、張力∫を求好
（5）おもりが微小振動していてsin¢彩甲（中和0）と

みなせるとき、振動の周期を求めよ。
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